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国
々
新
た
に
生
き
る
―
共
生
締
進
―

神
奈
川
浄
青
に
お
か
れ
て
は
新
年
度
を

迎
え
、
第
二
十
期
会
長
に
営
間
伸
行
師
が

就
任
さ
れ
、
新
役
員
に
よ

つ
て
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
い
な

る
期
待
と
共
に
心
か
ら
慶
賀
に
存
じ
ま
す
。

テ
ー
マ
は

「精
進
不
断
」
と
承
り
時
宜

を
得
た
言
葉
と
し
て
未
来
に
継
続
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
す
。
曽
て
老
柄
が
学
生
時
代

に
当
時
大
正
大
学
学
長
、
増
上
寺
法
主
椎

尾
弁
匡
先
生
が
、
「
仏
法
と
は
生
き
る
こ

と
、
三
宝
に
帰
依
し
て
明
る
く
正
し
く
仲

よ
く
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
真
に
生
か
さ

れ
て
生
き
る
こ
と
、
共
に
生
き
る
こ
と
で

あ
る
。
仏
道
は
精
進
す
る
こ
と
、
往
生
と

は
不
断
に
、
日
々
新
た
に
生
き
ぬ
く
こ
と

で
あ
る
。
」
と
仰
言

っ
た
こ
と
は
、
未
だ

に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
心
に
響

い

て
い
ま
す
。

浄
土
宗
が
法
然
共
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

推
進
さ
れ
て
い
る
と
き
、
あ
ら
た
め
て

「共

生
運
動
」
を
提
唱
さ
れ
た
先
師
椎
尾
先
生

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
の

「共
生
」
は

仏
教
の
縁
起
思
想
を
根
底
と
し
て
、
共
生

の
思
想
は
、
大
自
然
と
の
共
生
、
人
類
の

共
生
を
意
味
し
、
総
合
運
動
、
進
歩
発
展

の
言
葉
を
用
い
ら
れ
、
共
生
を

「と
も
い

き
」
と
し
て
社
会
に
実
践
運
動
を
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
「
願
共
諸
衆
生
　
皆
共
成
仏

道
」
の
精
神
で
す
。
そ
の
中
核
を
な
す
も

の
は

「念
佛
」
で
す
。

私
た
ち
は
、
毎
月
御
忌
祥
当
日
に
は
、

世
界
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
「知

足
、
共
生
、
非
暴
力
」
の
言
葉
は
欲
望
を

抑
制
し
、
利
他
を
願
い
、
平
和
な
心
を
実

現
す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
念

を
ど
う
実
践
す
る
か
が
問
題
で
、
苦
労
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
仏
教
的
に
言
え
ば
智
慧

と
慈
悲
の
実
践
で
あ
り
、
ま
ず
自
分
の
心

を
平
和
に
す
る
こ
と
で
す
。
宗
祖
の
教
え

が
時
機
相
応
と
言
わ
れ
ま
す
の
は
、
あ
の

時
代
の
中
で
、
平
和
を
求
め
恩
讐
を
越
え

て
出
家
の
道
を
説
か
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
父
の
遺
言
が
生
涯
忘
れ
が
た
く
、
念

佛
に
よ

つ
て
救
わ
れ
た
宗
祖
の
心
を
、
私

た
ち
は
自
覚
し
、
精
進
す
る
こ
と
が
最
重

要
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。
八
百
年
大
御
忌

の
御
正
当
は
目
睫
、
「自
信
教
人
信
」
で

精
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
　
第
十
七
代
　
平
野
誠
司
会

長
が
任
期
を
終
え
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
長
始
め
役
員

・
会
員
の
方
々
に
教
区
事

業
に
何
か
と
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
事
を
改

め
て
感
謝
し
ま
す
。
又
新
し
く
営
間
伸
行

会
長
が
就
任
さ
れ
お
慶
び
申
し
上
げ
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

私
自
身
も
野
中
前
教
区
長
が
突
然
体
調

を
く
ず
さ
れ
、
本
年

一
月
中
旬
よ
り
教
務

所
に
勤
務
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
教

区
行
政
も
多
種
多
難
な
事
が
山
積
し
て
い

る
気
が
致
し
ま
す
。
た
だ
年
間
を
通
じ
決

ま

っ
て
い
る
行
事
、
数
年
に
回

っ
て
来
る

行
事
、
又
来
年
８
０
０
年
大
遠
忌
の
特
別

な
行
事
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
浄
青
の
皆
様
に
は
多
々
ご
協
力
頂
か
ね

ば
実
現
出
来
ぬ
事
ば
か
り
で
す
。
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

有
徳
の
さ
る
教
区
長
が
云
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
が

「教
化
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
で
あ
り
、
人
は
言
葉
だ
け
で
は
つ
い
て

こ
な
い
事
を
知
る
こ
と
」
と
云
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
ま
こ
と
そ
の
通
り
と
思
い

ま
す
。　
一
寺
の
住
職
は
す
べ
て
布
教
師
で

あ
り
、
学

・
不
学
を
問
わ
ず
、
寺
の
存
在

の
意
義
と
価
値
を
知
り
努
力
す
る
責
務
が

あ
る
と
先
徳
は
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
の
浄
土
宗
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
「心

か
ら
の
言
葉
は
、
心
に
と
ど
く
」
と
あ
り

ま
し
た
。
「布
教
教
化
の
原
点
は
言
葉
で

あ
る
」
と
云
う
事
は
判
り
ま
す
が
、
同
時

に
所
作
威
儀

・
雅
楽

・
啓
明

・
詠
唱
も
大

事
な
教
化
で
あ
り
ま
す
。

大
本
山
増
上
寺
御
法
主
で
あ
ら
れ
た
時

の
中
村
康
隆
狙
下
は
、
法
式
は
元
来
生
死

の
危
機
的
状
況
下
に
於
い
て
人
間
の
情
緒

を
根
底
か
ら
揺
が
す
、
宗
教
的
情
念
か
ら

昇
華
し
た

一
定
の
表
現
様
式
と
又
、
法
式

の
底
に
流
れ
る
宗
教
的
情
念
の
豊
か
さ
は
、

偏
に
自
ら
の
信
仰
策
励
に
よ

つ
て
の
み
深

め
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
申
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

全
て
に
精
進
す
る
事
は
、
む
ず
か
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
僧
職
を
家
業
と
考
え

ず
に
教
師
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
そ
の
気

持
ち
を
根
底
に
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
さ
せ
て
頂
き
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す

）^

未
来
を
託
す
神
奈
耀
浄
奮

へ

神

奈

川
教

区

教

区

長
　

ガ

蒔

地

獄
げ

人

■
一
ｉ
一
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今
年
度
は
真
言
宗
善
通
寺
派
総
本
山
善
通

寺

・
法
然
上
人
御
遺
跡

・
金
刀
比
羅
宮

に
参

拝
と
な
り
ま
し
た
。
事
前

に
下
見
を
行

い
、

参
加
者

二
十
六
名
と
共

に
平
成

二
十
二
年

一

月

二
十
八
日
～
二
十
九
日
の
期
間
行

っ
て
参

り
ま
し
た
。

初
日
は
ま
ず
金
刀
比
羅
官

に
行
き
自
由
参

拝
し
、
そ
し
て
善
通
寺

へ
行
き
ま
し
た
ｃ
善

通
寺

で
は
御
上
人
方

に
ご
案
内
を
頂
き
、
ま

た

一
般
公
開
し
て

い
な

い
宝
物
館
ま
で
拝
観

出
来
ま
し
た
ｃ
拝
観
後
、
法
然
上
人
逆
修
供

養
塔
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
日
日
は
櫂
堀

の
井
戸
が
あ
る
浄
土
真
宗

の
正
宗
寺

へ
。
御
上
人
方
よ
り
懇
切
丁
寧
な

ご
案
内
を
頂
き
、
ま
た
法
然
上
人
ゆ
か
り

の

櫂
に
触
れ
さ
せ
て
頂

い
た
り
、
寺
宝

の
御
軸

等
を
間
近

で
拝
見
さ
せ
て
頂
く
事
も
出
来
ま

し
た
。
続

い
て
生
福
寺

へ
参
り
ま
し
た
。
こ

ち
ら
で
も
御
住
職
よ
り
お
話
を
頂
き
、
ま
た

寺
宝

の
御
軸
を
間
近

で
拝
見
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
そ
し
て
御
廟

の
参
拝
も
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
次

に
東
高
篠

の
法
然
堂
に
行
き

ま
し
た
。
無
住

の
お
堂

で
す
が
毎
日
近
所

の

方

々
が
掃
除
を
し
て
お
参
り
す
る
と

い
う
、

厚

い
信
仰
の
あ
る
場
所
で
し
た
。

最
後
に
法
然
寺

へ
向
か
い
、
お
勤
め
の
後
、

ご
案
内
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
広
大
な

境
内
で
参
拝
時
間
も
短
か

っ
た
事
も
あ
り
、

急
ぎ
足
で
の
参
拝
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

今
回
は
全
て
の
場
所
に
お
い
て
厚

い
信
仰

が
あ
り
、
ま
た
人
々
が
と
て
も
優
し
か

っ
た

で
す
。
も
う

一
度
行
き
た
い
、
そ
ん
な
他
宗

団
見
学
で
し
た
。

平
成
二
十
一年
十
一月
二
十
八
日

（土
）
、
大
本

山
光
明
寺
様
に
お
い
て
、
「第
二
回
大
別
時
念
仏

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
会
員
が
自
坊
の
檀

信
徒
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
会
員
と
檀
信
徒
あ

わ
せ
て
三
百
名
近
く
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
殿
で

の
開
会
式
に
て
宮
林
昭
彦
台
下
よ
り
ご
垂
示
を

賜
り
、
続
い
て
が
不
ル
ン
ア
タ
ー

「わ
か
り
や
す
い

お
仏
壇
の
ま
つ
り
方
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

控
室
に
一戻
り
、

「
お
名
号
札
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
台
下
よ
り
頂
戴
し
た
お
名
号
を
、
観
音
開

き
の
厚
紙
に
薄
墨
で
印
刷
し
、
そ
の
上
か
ら
各
自

筆
ペ
ン
で
な
ぞ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
記
念
品
と
し
て

持
ち
帰
り
、
各
家
の
お
仏
壇
に
ま
つ
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
昼
食
後
大
殿
に
て
、
当
会
Ｏ
Ｂ
の
斎

藤
匡
念
上
人
か
ら
法
話
を
頂
戴
し
、
お
念
仏
の

み
教
え
を
、
丁
寧
に
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
の
別
時
念
仏
会
で
は
、
参
加
者

一同
、

約
二
十
分
、
一心
に
お
念
仏
を
お
称
え
し
、
閉
会

式
で
は
一日
を
通
じ
ご
臨
席
く
だ
さ
っ
た
平
野
仁

司
初
代
会
長
よ
り
ご
講
評
を
頂
戴
し
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
別
時
念
仏
会
は
、
集
ま
っ
た
檀
信
徒
の

皆
様
に
お
念
仏
の
尊
さ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で

「化

他
」
を
、
「自
行
」
で
あ
る
別
時
念
仏
を
お
つ
と

め
す
る
こ
と
で
参
加
者
が
一体
と
な
り

「
和
合
」

を
達
成
で
き
る
、
自
行

・
化
他

・
和
合
の

「
浄

青
三
信
条
」
を
、
一度
に
達
成
で
き
る
事
業
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

善通寺にて

別時念仏会

お名号札
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20 辱申  テ肇

「精進不断」営間会長が掲げた今期の活動テーマは、我々

青年僧侶は勿論の事、一仏教者として生きて行く上に於

いて、必要不可欠なものである事は言うまでもありません。

このテーマの下、富間会長期は意欲的且つ積極的に多く

の事業を展開して参ります。これら諸事業は我々青年僧

侶にとつて正に有意義なものであり、何一つとして無意

義なものは無いと確信致します。

また、近年具体化している会員数の減少、青年会活動

への参加率の低下等、取り組むべき問題も山積しており

ますが、その全てを真摯に受け止め、魅力ある事業を展

開すべく、執行部―同腐心しております。この難しい時

期を乗越える為、先輩である山本副会長と協力し、富間

会長を支えて参ります。総勢 120名の青年会員の皆様、

並びに教区内諸大徳の皆様、こ指導こ鞭撻の程、宣しく

お願い申し上げます。

副
会
長

森
本

有
史

監
事石

川

和
弘

監事の港北組大善寺の石川和弘です。宣しくお願いい

たします。

今年は自坊で 12年に一度の寅薬師の開帳があり、地

元紙に掲載された効果もあつてか、予想より多くの方が

参拝されました。興味本位の方、お寺詣りの好きな方、

悩みを持ち薬師様に参拝される方等々。お話をしてみる

と本当に十人十色で、いろんなことを考えさせられる機

会でした。

さて、今期は宗祖法然上人 800年大遠忌を迎えると

いう又とない機会に恵まれました。宗内各機関では様々

な行事が企画されて、会員それぞれにお忙しいところでしF

つ。

今期神浄青は富間会長が「精進不断」というテーマて

多くの研修 記念事業等が計画されています。会員各
「

が目先の事にとらわれず将来の自分像を捉えて行動しI
ければならないと思います。

やはり「化他」力は研鑽と親睦によつて培われるt「
であると思います。

監事という立場もありますが、一会員として皆様と一

緒に研鑽していきたいと思います。

今期は宗祖法然上人 800年大遠忌の大切な時期。そ

れと共に富間会長の今期の事業が、それぞれの会員にと,

てよリプラスになるように執行部のひとりとしても責任

を持つて取り組んでいきたいと思います。

野呂上人としつかリタッグを組んで私自身も精進い■

します。神浄青活動が円滑に進みますよう精一杯努めこ

せて頂きます。2年間宣しくお願いいたします。

この度、富間伸行会長の要請を受けて、第 20期浄土

宗神奈川教区青年会における相談役の任を拝命致しました。

本来私が受けるべき役職ではありませんが、前会長であ

りました平野誠司上人の関ブロ理事長就任と重なりまし

た事と、前期監事職よりのこ縁を頂いたものと思います。

今期「精進不断」～受け継ぎ、伝えていくために～を

活動テーマに掲げる富間会長の浄青活動に対する1青 熱を

受け、私も会員として最後の時間を皆様と共に研鑽を深

めさせて戴きます。

宗祖法然上人 800年大遠忌を迎える今期、浄土宗1曽

侶としてこの上無い勝縁を得られる貴重な日々を、どう

ぞ放逸する事無くこ精進下さい。微力ながら青年会とい

う素晴しい活動の場にひとりでも多くの会員皆様が集え

る様努めてまいります。2年間宜しくお願い致します。

相
談
役

石
川

参
天

会
計小

松
晴

成
淳

この度、第 20期浄土宗神奈川教区青年会の会計を務

めることになりました三浦組の小松時成淳です。第 18期、

第 19期 と事務局員を務めさせて頂き、いろいろと学ば

せていただいたつもり・・ でしたが、今期、会計とい

う大役を受けることに正直、戸惑いと不安があります。

自分が本当に務まるのか ?恐れ多く身に余る役職と思つ

ております。しかし受けた以上、身を引き締めていきた

いと思つています。

今期より浄土宗神奈川教区青年会第 20期の事務局長

に就任致しました鎌倉組の伊香輪―暁です。浅学非才の

私のような人間がこのような大役を務められるか大変不

安ではありますが、これもひとつの精進と捉え、今期のテー

マであります「精進不断」で努めていきたいと思います。

また自分は第 18期で事務局員を経験させていただき、

その時先輩方から学んだことをいかして、フ名の事務局

員と共に富間会長を支えていきたいと思います。

来年には 800年大遠忌をひかえ、八百礼拝など80
0年大遠忌を記念した事業を計画しておりますので、こ

参加並びにこ協力のほど何とぞよろしくお願い申し上げ

ます。

最後になりますが前期に引き続き神浄青ホームページ

を事務局で管理いたします。皆様に見ていただき、こ活

用いただけるよう、更新数を増やしていきますので是非

御覧になつてみてください。

事
務
局
長

伊
香
輪

一
暁

事
務
局
員

.ω
l
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付

鎌
倉
組

今
年
度
、
鎌
倉
組
で
は
、
会
員
二
十
三
名
で
、
明

る
く
、
正
し
く
、
仲
良
く
、
会
を
盛
り
立
て
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
柴
田
哲
彦
先
生
に
こ
指
導
頂
き
、

経
典
講
読
研
修
会
、
港
南
組
さ
ん
と
の
合
同
法
式
研

修
会
、
三
浦
組
さ
ん
と
合
同
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
を
、

行
う
予
定
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
や
す
い

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
教
区
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
担
当
組
で
す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
、

満
足
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
組

一
丸
と
な
り
大
会
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

よ
り
多
く
参
加
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
浦
組

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
期
三
浦
組
浄
青
会
長

を
務
め
ま
す
清
水
道
善
で
す
。

今
期
三
浦
浄
青
は
県
浄
青
副
会
長
の
要
職
に
山
本

宗
純
師
を
、
そ
し
て
関
ブ
ロ
事
務
局
員
並
び
に
県
浄

青
会
計
に
小
松
崎
成
淳
師
を
輩
出
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
三
浦
浄
青
が
こ
の
よ
う
な
形
で
上
部
団
体

と
交
わ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
随
分
久
し
い
こ
と
で

あ
り
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
共
々
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
は
現
役
会
員
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
期
日
を
決
め
ず
に
動
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
内
容
と
し
て
は
先
輩
方
に
依
る
法
式
、
布
教

の
指
導
、
又
得
意
の
懇
親
会
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
旅

と
企
画
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
旅
は
昨
今
の
世
界

情
勢
を
考
え
、
ま
た
海
外
な
ど
の
長
期
の
都
合
が
悪

い
会
員
も
多
く
国
内
編
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

見
ぬ
国
内
の
景
色
、
珍
味
を
求
め
て
旅
に
出
ま
す
。

そ
の
ほ
か
は
県
浄
青
副
会
長
で
あ
ら
れ
ま
す
山
本

宗
純
師
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
身
体
に
ツ
ラ
い
行
を

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
故
か
そ
う
ゆ
う
の
が

お
好
み
で
す
。
そ
の
と
き
は
皆
さ
ん
に
も
お
声
か
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
道
連
れ
に
な
っ
て
下
さ

い
。来

年
は
８
０
０
年
大
遠
忌
も
あ
り
本
山
関
係
、
宗

門
関
係
と
行
事
が
目
自
押
し
で
す
が
、
少
数
精
鋭

一

致
団
結
、
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
同
門
の
仲

間
と
し
て
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会長

邑瀬 弘昌

会長

清水 道善

中
郡
組

今
期
新
入
会
員
に
霊
山
寺

江
島
尚
俊
上
人
を
迎

え

「総
勢
十
六
名
」
の
新
た
な
中
郡
浄
青
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。
中
郡
浄
青
の
会
員
は
三
十
五
歳
以

上
が
多
く
青
年
会
と
言
う
よ
り
も
中
年
の
人
が
殆
ど

で
す
が
、
こ
う
し
て
若
い

（三
十
過
ぎ
で
す
が
）
人

が
入
会
し
て
頂
け
る
事
は
非
常
に
有
難
い
事
で
す
し
、

年
々
会
員
が
減
っ
て
行
く
な
か
貴
重
な
新
入
会
員
で

あ
り
活
気
も
出
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
浄
青
会
員
の
少
な
い
な
か

「神
浄
青
会
長
」

富
間
伸
行
上
人
の
下
、
県
に
は
福
田
雅
宏
上
人
と

一

真
成
上
人
が
出
向
し
、
「関
ブ
ロ
理
事
長
」
平
野
誠

司
上
人
の
下
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
相
馬
正
覚
上
人

と
佐
々
木
元
洋
上
人
が
出
向
し
て
活
躍
し
て
頂
き
ま

す
。前

期
吉
田
会
長
よ
り

「グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
を
取
り

会長

小山 英紹

上
げ
悲
嘆
を
テ
ー
マ
に
向
き
合
っ
て
勉
強
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
や
は
り
共
に

「祈
る
」
事

は
非
常
に
大
切
な
事
で
あ
る
と
、
私
も
認
識
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
事
を
踏
ま
え
、
今
期
中
郡
浄

青
の
主
な
活
動
は
、
光
明
寺
十
夜
法
要
で
お
称
え
致

し
ま
す
引
雷
阿
弥
陀
経
を
中
心
に
年
に
数
回
、
営
間

浩
昭
上
人
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
法
式
研
修
会

を
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

親
睦
事
業
で
は
会
員
の
家
族
と
の
交
流
を
深
め
て

い
く
事
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
前
々
会
長
相
馬
上
人

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
海
外
国
内
の
研
修
、
相
馬
期
に

は
八
ワ
イ
別
院
参
拝
、
吉
田
期
に
は
岡
山
誕
生
寺
参

拝
、
今
年
は
、
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
寺
院
の
参

拝
、
来
年
に
は
海
外
研
修
、
三
万
遍
別
時
念
仏
会
、

今
期
会
員
か
ら
の
提
案
で

「共
に
人
間
ド
ッ
ク
に
行

こ
う
」
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。会

長
と
し
て
の
身
分
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
し
、
会

員
を
引
っ
張
っ
て
行
く
力
も
御
座
い
ま
せ
ん
。
何
分

浅
学
非
才
の
私
で
す
の
で
浄
青
会
員
の
お
力
が
な
い

と
何
も
出
来
ま
せ
ん
が
、
二
年
間
自
分
な
り
に
努
力

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

小
田
原
組

こ
の
度
、
岩
崎
正
伸
前
会
長
の
あ
と
を
う
け
、
小

田
原
組
青
年
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
法
然
上
人
８
０
０
年
大
遠
忌
を

迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
に
、
会
長
の
要
職
を
拝
命

す
る
こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
期
、
小
田
原
浄
青
で
は
こ
の
大
遠
忌
を
、
法
然

上
人
へ
の
報
恩
の
想
い
と
共
に
、
八
百

一
年
以
降
の

我
々
小
田
原
浄
青
な
ら
び
に

一
宗
の
将
来
を
考
え
る

契
機
と
し
た
い
と
考
え
、
二
つ
の
特
別
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

第

一
は

「浄
土

一
宗
の
将
来
を
考
え
る
」

勉
強
会
な
ら
び
に
研
修
旅
行
を
行
い
ま
す
。

日
常
の
法
務
等
に
忙
殺
さ
れ
、
な
か
な
か

一
宗
の
現

状
や
将
来
ま
で
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
大
遠
忌
を
機
縁
と
し
て
、
法
然
上
人
の
教

え
を
伝
え
て
ゆ
く
我
が
教
団
に
つ
い
て
、
宗
会
議
員

の
宮
林
雄
彦
上
人
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
宗
政
の
視

点
か
ら
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
、
会
則
の
改
訂
で
す
。
近
年
、
将
来
の
会

員
の
大
幅
な
減
少
へ
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
度
、
専
門
委
員
会
を
設
け
長

期
ビ
ジ
∃
ン
に
立
ち
な
が
ら
、
今
後
の
組
織
や
会
計

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
大
遠
忌
こ
正
当
の
年
の
改
訂
承
認
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
組
と
合
同
で
、
布
教
研
修
会

（講
師

正
村
瑛
明
先
生
）
な
ら
び
に
特
別
研
修
会

（林
田
康

順
先
生
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
に
は

小
田
原
駅
構
内
に
て
、
毎
年
恒
例
の
歳
末
助
け
合
い

托
鉢
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

本
年
は
多
く
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

有
意
義
な
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会長

石川 琢道
我 と
々 題
は し
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賞 舎 爾 銭 芽

港Jヒ組 浄泉寺
丼村 真貝J

平成 22年度、神奈川浄青総会並びに卒業式のご案内を
頂き、改めまして驚きと時の流れの速さに寂 しさを感じ
ました。

もともと私は、大正大学卒業後、小石川惇通院の職員
として勉強させて頂いていましたので、浄青活動にはあ
まり積極的に参加できませんでしたが・・。
振り返りますと、大変印象的で、忘れられないのは、

我が港北組より夏見上人が県浄青の会長に就任された時
の 2年間ですね。それは、私の立場的に、全面的に協力
したい思いもありましたが、関ブロ総会、念仏行脚や感
謝 し隊など一つ一つの事業の内容が充実していて、楽 し
くお手伝いをさせてI頁 けたからだと思います。特に会長
はじめ、執行部の方々には本当に感謝申し上げます。

これからも、皆様とはお付き合いさせて頂きたく、時
には別時念仏会やソフトボール大会に参加させて下さい。
どうぞ宣しくお願い申し上げます。
心より神奈川浄青の発展と皆様のご活躍を祈念申し上

げます。

この度、お陰様で浄土宗青年会を卒業する事となりま

した。しかしながら思い起こしてみると活動らしいこと

は何一つ出来ず、心苦しいばかりでございます。

鎌倉組内に於いては、皆様方に支えられ、お付き合い

させて戴きましたが、それ以外の教区内の活動は、全く

持って恥ずかしながら貢献できませんでした。申し訳な

く思っております。

これからも浄土宗の一僧侶として、檀信徒の教化に身

を置き、通進 していく所存でございます。

鎌合組 貞宗寺   末筆ながらこれからも青年会の皆様のご活躍をご祈念
出口 回春   申し上げます。有り難うございました。

事務局員
呑夕ll隆 llu

事務局次長
相島 工党

事務局員
′
1ヽ松峙 茂淳

沐商組 西林寺
人橋 俊え

二浦組 無壼寺
進藤 法雄

・ヽ′

①古庄 良如(ふるしょうりょうこ静
②昭和63年 11月

③未成満
④京浜組 善養寺
⑤B型
⑥甘い物、アヽヤシライス
⑦はに、フルちゃん
③茶道、イラスト
⑨水谷豊、ジョニー・デップ

ついに卒業です。いつのまにかそんな年齢になって

ました。

浄青活動で卒業された先輩にはいろいろと教えてし´

だきました。しかし、それ以上に勉強になったのは若

青年会員の新鮮な意見でした。世の中は移り変わりま丁

これからも貴重な意見を聞かせていただき、常に成長

ていきたいと思っています。

唯―の心残りは、故村山英人上人と一緒に卒業でき
=

かったことです。

明蓮社端誉上人康純英人和尚荘厳浄土 合掌 十念

浄青会に入会させていただき、長いようであっという

間の20余年でした。

神浄青では編集委員を2期 させていただきました。まt
三荒関ブロ実行委員長のもとテーブルリーダーをさせて

いただきました。深夜までの会合となり大変でしたが

達成感があり今では良い思い出です。
20歳 の時先代住職が他界し右も左も分からない私で´

たが、この浄青会で諸先輩や沢山の仲間と出会い、多く

の事を学ばせていただきました。誠にありがたい組織モ

と思っております。
卒業に際 して、感謝申上げますとともに神浄青の益々

のご発展をお祈り致します。

会計
石夕ll tr2ら

関 ブ ロ 出 向 者 紹 介 0

事務局員
な夕ll演亮

」し二 第 20期マスコットキャラクター
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨

①江島 尚俊幌じましょうしゅ励
②昭和52年 10月

③平成12年 12月

④中郡組 霊山寺
⑤A型
⑥毎日の弁当
⑦特になし
③ギター、各大学の学食巡り
③特になし

①村上 誠司にらかみせtt)
②昭和47年 4月

③平成21年 12月

④京浜組 大徳寺
⑤B型
⑥ビール
⑦小さいおじさん
③映画鑑賞、麻雀
⑨蒼井優
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平成22年度 浄土宗神奈川教区青年会 事業計画

4月 4日 (日 )

5日 (月 )

12日 (月 )

19日 (月 )

関プロ浄青御忌詠唱大会

三大本山・関プロ別時念仏会

第1回 理事会

定期総会・入会式 0卒業式

大本山増上寺

大本山増上寺

大本山光明寺

大本山光明寺

1フ日(月)第 掴理事会。新旧役員歓送迎会 大本山光明寺・鶴ケ岡会館

14日 (月 )～ 15日 (火 )

21日 (月 )

関プロ浄青総会・研修会

第1回精進道場(宗乗)

大本山増上寺。東京プリンスホテル

大本山光明寺

7月       1日 (木 )

2日 (金)

27日 (火 )～ 29日 (木)

機関紙「浄青神奈川」第37号発行

第3回理事会。大本山光明寺開山忌前清掃奉仕

関東教化センター第63回 夏期僧堂手伝い

浄土宗神奈川教区青年会

大本山光明寺

大本山光明寺

26日 (木) 全浄第6回全国大会

10日 (金)第 4回理事会。第2回精進道場 (宗乗 )

下 旬  神奈川教区長杯ソフトボール大会

大本山光明寺

担当 鎌倉組

10月 上旬  第5回理事会・大本山光明寺十夜前清掃奉仕  大本山光明寺

14日 (本) 十 夜 托

`体

                       大本山光明寺

11月 10日 (」K) 関プロ浄青スポーツ交流大会 (茨城教区)

下 旬   三大本山・関プロ別時念仏会

つくば市

神奈川教区

12月 1日 (水)対 内紙「NICE BOSE通信」第15号発行

未 定  第6回理事会

14日 (大)忘 年会・第3回精進道場

浄土宗神奈川教区青年会

大本山光明寺

未定

1月       未 定

26日 (水 )～31日 (月 )

第7回理事会

宗祖法然上人800年 大遠忌記念念仏行脚協力

大本山光明寺

浄土宗

2月        7日 (月 )

9日 (水 )～ 10日 (本 )

宗祖法然上人800年大遠忌記念八百礼拝 大本山光明寺
全浄第36回 総合研修会                   兵庫

未 定 第8回理事会・第4回精進道場 大本山光明寺

曲
一品

小り‖真弘
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